
4。コンピュータによるデザイン開発研究   

－「編組データベ匝ス」の開発 －  

佐藤幸志郎．豊田 修身  

1．目 的   

竹編綿製品の表面に現れている編組パター  

ンは外観の印象に影響を与える模様としての  

役割を果しているが、これは「製品形態（図  

1）」が要求する「編絶技術（図2）」から自  

ずと導きだされた必然である。つまり、編綿  

パタ榊ンはどのような製品形態にも自由に使  

用できる模様ではなくザ使いたい編組パター  

ンがあればそれによって製作できる製品形態  

は限定され、逆に製作したい製品形態が先に  

決まっているならば使用できる縮約パターン  

も限られてくるのである。  
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図′4，「底部」と「胴部」の相関   

い。）。   

編絶技蘭竃用いた製品開発においては、きこ  

に記した関係について熟知していなければ自  

由な開発を行なうことができなかった。そこ  

で本研究でほ、編絶技術省ではない製品開発  

者に竹編綿製品を開発するために必要となる  

上記の相関情報を提供することを冒的に、コ  

ンビュM夕を使用し簡易な画像デ州夕べース  

の作成を行なうこととした。  

区＝．「製品形態」  図2．「編…絶技術」  

また、竹編粗製品の構成は、「底部」、「胴  

部」、「綾部」の3つの部分に分けることがで  

きるが（図3）、各部分に使用できる編絶技  

術の問にも複雑な相関がある。図4において  

竹編縫製品に使用される代表的な編絶技術を  

取り上げ、「底部」と「胴部」におけるその  

関係を示した（これは、当所の編集した「竹  

編絶技術資料（平成2昏3年度）」に収録し  

た参考製品に見られる関係であり、編絶技術  

全体における絶対的な関係を示すものではな  

2．方 法  

2．1開発環境   

画像データベース開発にはハードウエアと  

して、完成されたウインドウシステムを持っ  

Apple社のMachtoshを選定し、開発アプ  

l卜・一   



リケーションとして、Silicon Beach SOFT－  

WARE社の「SuperCard」を使用した。こ  

れは画像データどうしの相互の関係を自由に  

設定できると同時に、複雑なプロダラミンダ  

作業を必要とせずにウインドウシステムを白  

由に作成できる開発環境である。  

2．2登録データ   

竹編組技術はアジア地域全体に広く発達し、  

その種類も膨大な数が存在するが、当所でも  

全ては把握できていない。そこでシステム構  

成のためのヒナ型データとして、主に別府地  

区のデw夕を収集した。登録データ件数は以  

下のとおりである。   

や編組パタMン  65件   

癖製品  i70件   

編組パターンデータほ、ベクトルデータ図  

形としてCA壬〕アプリケ叩ションを用いて原  

寸で作図し、製品デ闘夕は写真データをスキャ  

ナを用いて16階調モノクロ画像データとして  

収録した。  

ニヨ システム構成   

柑叩erCard」によって開発されたシステ  

ムは、全体として一つの「ファイル【jであり、  

その中に複数の「ウインドウ」を内包する形  

で構成される。さらにそれぞれの「ウインド  

ウ」はその中に複数の「カード」を持ち、  

「か頑ド」はさらにその中に画像データやテ  

キストデ棚夕といった複数の「オブジェクト」  

を持っ階層構造により成り立っている。また、  

それぞれの「オブジュクト」には画面上には  

現れないが、「スクリプト」という手続きを  

設定できるので、例えば『00ウインドウの  

△△カ鵬ドを表示せよ』といった手続きを設  

定しておけば菅億の画像デw夕の問に相関を  

与えることができる。   

このような開発環境の元で、  

・使いたい「編組パターン」から、製作で  

きる「製品形態」を知ることができる。  

・製作したい「製品形態」から、使用でき  

る「編組パターン」を知ることができる。  

以上、2つの機能を持たせるために、   

9「形態一覧ウインドウ」   

◎「形態検索ウインドウ」   

℡「製品表示ウインドウ」   

命「編組パターン検索ウインドウ」   

今「福組パタ｝ン表示ウインドウ」  

という5種類のウインドウによってデw夕べー  

スファイルを構成し、それぞれに画像データ  

を登録すると同時に画像データ間の相関を設  

定していった（囲5）。  
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甜 「形態一覧ウインドウ（園6）」   

製作したい「製品形腰」を、 一覧として表  

示される基本形態の中から選択するためのウ  

インドウである。   

登録された製品i70件を、「直線の回転体」、  

「曲線の回転体ム「角柱」、「膨らんだ平面」、  

「複合体」の5種類に大きく分類して5校の  

カ岬ドを設定し、さらに縮かく全体で23穫幾  

の基本形態に分類した。それぞれの基本形態  

の画像には、「形態検索ウインドウ」の痺で  

対応する形態力脚ドを表示するためのスクリ  

プトが記述されている。  

一15－   



郎鰭Ⅳ態｝爪nd押  

曲坪の適ヒ仲  7稽類に分類してカードとして登録し、65件  

のぎ儲純パターン」名をそれぞれに振り分け  

た。「編組パターン」名には「編組パターン  

表示ウインドウ」の中で対応する「編紺パタ岬  

ンカー ド」を表示するためのスクリプトが記  

述されている。  

：：＝コニヨ  

圏
 
 
圏
ご
 
 

図
 
 

「∵ 「  
6「形態一覧  
ウインドウ」  

（2き 「形態検索ウインドウ（区‡7）」   

侶で選択された基本形態について使用可能  

な「編細パタ…ン」を表示するためのウイン  

ドウである。2こ権巨類の基本形態について1枚  

づっ23枚のカードを登録した。カード石部分  

にその形態について使用可能な「編組パター  

ン」が画像データとともに表示されており、  

またそれぞれの「編組パターン」の画像には  

「製品表示ウインドウ」の中で対応する製品  

力鵬ドを表示するためのスクリプトが記述さ  

れている。  
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〈5）「編組パターン表示ウインドウ（閲10）」  

（4）で選択された「編組パターン」画像を表  

示するウインドウである。65件の「編組パター  

ン」が65枚のカードにそれぞれ登録されてい  

る。また、画像と同時に画面上での部材寸蒐  

（ひご幅）及びその「編組パターン」が使用  

されている製品名が表示される。この製品名  

には（3）の「製品表示ウインドウ」の小の対応  

する製品力ードを表示するスクリプトが記述  

されている。  

萱二・ 田p  

「形態検索  
インドウ」  

（3）「製品表示ウインドウ（図8）」  

（2）の操作によって絞りこまれた貝体的な既  

存の製占ナ，を表示するウインドウである。170  

件の製品はここに170枚のカードとして登録  

されている。カードの中には製品写貢と同時  

に、製品の外形寸法及び「底部」、「胴部」、  

「縁部」にどのような編組技法が使用されて  

いるかも表示される。  

（4）「編組パターン検索ウインドウ（図9）」   

使用したい「編組パターン」を名称から選  

択するウインドウである。前出「竹編組技術  

資料」に基づき、「編綿パターン」を大きく  
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3，結 果   

L∴記のシステム作成及びデ血夕登録により  

。使いたい「編緋パターン」から、製作で  

きる「製㌫形態」を知ることができる。   

㊥製作したい「製品形態」から、使用でき  

る「編組パターン」を知ることができる。  

という機能を持った画像デ岬夕べースを作成  

することができた。以下に実際に求める情報  

を得るために行なう操作の流れを示す。  

4．考 察   

現在登録されているデータほ別府周辺地区  

に限定されたものであるので、現状では様々  

な製摘訂を自由に開発するための情報を提供で  

きるレベルではない。今後、全国の竹編綿製  

品を調香することによって、登録データ数を  

増やしシステムを充実させていかねばならな  

い。   

また、現システムは製品開発において重要  

となる、「製品寸法」と「部材寸法」の関係  

を明碓に提供できるシステムになっていない  

のではないだろうか。上記のデータ数の不足  

と合わせて、今後の当事業の課題であろうと  

考えられる。  

使いたい「腐組パタ…ン」  

↓  

「編紺パターン検索ウインドウ（園9）」  

J  

r編組パターン表示ウインドウ（図10）Ⅵ」  

「製品表示ウインドウ（図8）」  

】             ）  

製作できる「製品形態」  
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製作したい「】製品形態」  

J  

「形態一覧ウインドウ（図6）j  

↓  

「形態検索ウインドウ（図7）」  

↓  

「製品表示ウインドウ（図8）」  

J  

使用できる「編組パターン」  

劇Ⅶ¶ 」  
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